
令和５年度青森市学校給食運営懇談会

令和５年７月２５日

青森市教育委員会事務局



１ 学校給食の目的

• 学校給食は、児童生徒の心身の健全な発達に資する

とともに、児童生徒の食に関する正しい理解と適切な

判断力を養う上で、大切な役割を果たすことから、

教育活動の一環として実施しています。

• 児童生徒に栄養バランスの取れた食事を提供する

とともに、生きた教材として、地場産物、郷土食を提供

すること等を通して、地域に寄せる心を育むなど、

食育に資する役割を担っています。



2 学校給食の実施状況

学校・地区 学校数 調理場 (対象校) 対象者数（人）

小学校

青森地区 37校

小学校給食センター（33校） 10,948
12,057

（ 1,063）
単独給食実施校 （ 4校） 1,109

浪岡地区 5校 浪岡学校給食センター（ 5校） 818 （ 110）

中学校

青森地区 18校 中学校給食センター （18校） 6,501 （ 578）

浪岡地区 1校 浪岡学校給食センター（ 1校） 448 （ 37）

計 61校 -
19,824

（ 1,788）

R5.5.1現在

対象者数＝児童生徒数＋教職員数、 （ ）書きは教職員数



Ⅰ 給食に要する費用について



【無償化について】

１ 令和４年１０月１日より、保護者の負担軽減に向けた取組と

して、学校給食費の無償化を実施。

２ 令和５年４月以降も、一般財源を充当し継続。

【経緯及び背景】

１ 次世代を担う子育て世帯を地域で支える仕組みが急務と

なっていること。

２ 文部科学省通知から、「コロナ禍における原油価格・物価

高騰対応分」を活用し保護者負担の軽減に向けた取組を

進める必要があったこと。

３ 青森市議会有志一同からも同様の要望があったこと。

３ 学校給食の無償化について



学校給食の実施に要する費用については、無償化以前は、光熱水費や人件費、施設・
設備費等は市が負担し、給食に係る食材費のみを『学校給食費』として保護者にご負担
いただいていましたが、無償化以降は、市が負担しています。

学校給食の運営に要する経費（約１９.１億円）の内訳（令和５年度当初予算）

４ 保護者負担の軽減

給食材料費
保護者負担⇒無償化

小学校 260円
中学校 320円

〇目安となる額（１食当たり）



５ 学校における給食事務負担の軽減等について

【無償化によって削減される学校事務】
１ 児童生徒の給食費の徴収
２ 児童生徒の「徴収者一覧表」の作成
３ 「未納者一覧・未納徴収報告書」の作成
４ 児童生徒の未納者への対応
５ 児童生徒の過誤納金の返還
６ 「特別支援教育就学奨励費（学校給食費）

個人別支給調書兼実施状況報告書」の作成
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７ 消費者物価（食料）の月変動（令和2年4月～令和5年5月）

総務省統計局公表 2020年基準消費者物価指数 中分類指数 「食料」

※令和2年（2020年）平均を100として比較した数値
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令和２年度

８-１ 給食材料の価格の状況（野菜）

野菜の年間使用重量の上位６品の入札結果（月1回入札実施）

※空欄は当該食品を使用していないため価格実績が無いことによる。

令和３年度 令和４年度 令和５年度

（ 円／kg ）



８-２ 給食材料の価格の状況（調味料、肉等）

調味料、肉、 カット野菜の入札結果（月1回入札実施）

※空欄は当該食品を使用していないため価格実績が無いことによる。

ほぼ一定
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８-３ 給食材料の価格の状況（学期契約品）

加工品、調味料等の使用頻度の高い給食材料の入札結果（学期に1回入札実施）

※空欄は当該食品を使用していないため価格実績が無いことによる。

令和２年度 令和３年度 令和４年度

ほぼ一定

令和５年度



９ 給食材料費の現状

１ 消費者物価指数（青森市・食料）は、令和4年度から急激
に上昇を続けています。

２ 副食の給食材料の価格は、天候不順等の影響を受けて
じゃがいもやたまねぎなど、一部の野菜が一時的に急激
に上昇し、全体的にも上昇している傾向が見られます。

３ 安定的に供給されていた学期契約品においてもカレー
ルウなど、一部の食材で、価格が上昇しています。



10 青森市学校給食摂取基準の運用
■青森市：青森市学校給食摂取基準（R5.4.1運用）
青森市における児童又は生徒一人一回当たりの学校給食摂取基準

６歳 ７歳 ８歳 ９歳 １０歳 １１歳 １２歳 １３歳 １４歳 小学校 中学校

エネルギー kcal 480 540 580 660 710 800 630 830

ｇ
15.6～24.0

(19.8)
17.6～27.0

(22.3)
18.9～29.0

(23.9)
21.5～33.0
(27.2）

23.1～35.5
(29.3)

26.0～40.0
(33.0)

20.5～31.5
(26.0)

27.0～41.5
(34.2)

％

ｇ
10.7～16.0

(13.3)
12.0～18.0

(15.0)
12.9～19.3
（16.1）

14.7～22.0
(18.3)

15.8～23.7
（19.7）

17.8～26.7
(22.2)

14.0～21.0
(17.5)

18.4～27.7
(23.1)

％

炭水化物 ％

ナトリウム（食塩相当

量）
ｇ 2.0未満 2.5未満

カルシウム ㎎ 350 450

マグネシウム ㎎ 50 120

鉄 ㎎ 3.0 4.5

亜鉛 ㎎ 2.0 3.0

ビタミンＡ μgRAE 200 300

ビタミンＢ１ ㎎ 0.40 0.50

ビタミンＢ２ ㎎ 0.40 0.60

ビタミンＣ ㎎ 25 35

食物繊維 ｇ 4.5以上 7.0以上

20 25 30 35

4.0以上 4.5以上 5.0以上 7.0以上

0.30 0.40 0.50 0.50

0.40 0.40 0.50 0.60

2.0 2.0 2.0 3.0

160 200 240 300

40 50 70 120

2.0 3.0 3.5 4.5

50～65（57.5）

1.5未満 2.0未満 2.0未満 2.5未満

290 350 360 450

830

たんぱく質

27.0～41.5
(34.2)

13～20（16.5）

脂質

18.4～27.7
(23.1)

20～30（25）

区分 単位
基　準　値 献立作成における基準値



11-1 栄養価の現状（小学校）
青森市学校給食摂取基準（小学校）
を100％とした場合の、望ましい摂取
量の範囲

・エネルギーは100％
・たんぱく質は79～121％
・脂質は90～120％
・塩分は100％未満（黄色内）
・その他は100％以上（黄色外）

※令和３年度、令和４年度は年度平均値。令和５年度は４月から７月までの平均。
※グラフ中に表示されている充足率は、青森市学校給食摂取基準を１００％とした、令和５年度の平均値
※令和４年度からは食品成分表（8訂）を使用し算出

今後、さらなる改善・充実が
必要な栄養価
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11-2 栄養価の現状（中学校）
青森市学校給食摂取基準（中学校）
を100％とした場合の、望ましい摂取
量の範囲

・エネルギーは100％
・たんぱく質は79～121％
・脂質は90～120％
・塩分は100％未満（黄色内）
・その他は100％以上（黄色外）

※令和３年度、令和４年度は年度平均値。令和５年度は４月から７月までの平均。
※グラフ中に表示されている充足率は、青森市学校給食摂取基準を１００％とした、令和５年度の平均値
※令和４年度からは食品成分表（8訂）を使用し算出

今後、さらなる改善・充実が
必要な栄養価
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12 給食材料費等価格の上昇に対応する取組

１ 令和5年度は、物価高騰の影響を受け、食材料費の
一食当たりの単価を超過した形で提供しています。
〇小学校 260円 ⇒ 4月274.12円 5月269.66円
〇中学校 320円 ⇒ 4月340.70円 5月327.77円

児童生徒分は、これまで同様に市が負担しますが、
職員等の給食費については、8月から小学校272円、
中学校335円に改定します。

２ 今後も物価高騰の推移を見極めながら、栄養バランス
の取れた食事を提供できるよう、一食当たりの単価の
見直しを検討します。



Ⅱ 食育について
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13 食育【栄養教諭等による食に関する指導】

児童生徒が食に関する知識や望ましい食習慣を身につけ、食事を通
して自らの健康管理ができるようにすることを目指し、特別活動の時間
や家庭教育学級、保護者試食会などに栄養教諭・学校栄養職員を派
遣し、食に関する専門的な指導を実施しています。

主な指導内容
成長期の栄養、朝食の大切さ、地域の食文化、おやつのとり方、など

件



14-1 食育【食に関する指導の効果】

■担当教諭の意見等
• 子どもたちが給食を栄養素に色のシールで分けると

き、わからなくて悩んでいる子もいたが、食べ物が
何からできているかを聞くことで自分で考えることが
できていた。

• 授業の後の給食で、食べ物が何からできているかを
意識して食べる様子が見られたので、食への興味
関心を高められたのだなと思った。

• 嫌いな物を「あと一口」食べようという気持ちで挑戦
する子が増えた。

小学校 （教職員回答 156件）

■指導の効果（上位5項目）

■児童の感想等
• アイスやチョコレートにたくさんの砂糖や油が含ま

れていることに驚いていた。また、これまでは好き
嫌いや美味しさでのみおやつを選んでいたが、健
康を意識しようと思う。

• ３つのポイントがわかりやすく、自分の朝食で足り
ないものを見直すことができた。

• 食事や食品に対する興味をもって食べる姿勢が
持続するようにこころがけていきたいと思う。

回答件数
評価点数

（5段階評価）
％

（点数/満点）

1
成長期に必要な栄養素やバランスのよい食事について理解し、意欲的に食べ
るようになった。【食事の重要性】

143 583 82

2 望ましい朝食のとりかたについて理解できた。【食事の重要性】 136 554 81

3 感謝の心をもって給食を残さず食べるようになった。【感謝の心】 136 540 79

4 少食や偏食の児童生徒が以前より食べるようになった。【心身の健康】 139 542 78

5 望ましいおやつのとりかたについて理解できた。【心身の健康】 127 491 77

小学校

区 分



14-2 食育【食に関する指導の効果】

■生徒の感想等
• 5大栄養素を意識した朝食を食べたいと思う。
• 自分には、カルシウム,鉄分,タンパク質,炭水化物

が特に必要だと思った。朝食は、いつも（あんぱん）
だけを食べているので、朝食もこれに牛乳なども加
えていこうと思う。

• 朝食を摂らないため、眠くて頭が回らなかった。しっ
かり勉強するために、毎日朝食をしっかり摂る。

■担当教諭の意見等
• 昨年度学んだことを忘れている生徒もいるので、

繰り返し指導することで、知識や習慣が身につい
ていくと感じた。

• 生徒にもわかりやすく、ためになることばかりだっ
た。

• 初めて知ったこともあり、興味関心をもって講話を
聞いていた。とても有意義な時間だった。

中学校 （教職員回答 10件）

■指導の効果（上位5項目）

回答件数
評価点数

（5段階評価）
％

（点数/満点）

1 望ましい朝食のとりかたについて理解できた。【食事の重要性】 9 40 89

2
成長期に必要な栄養素やバランスのよい食事について理解し、意欲的に食べ
るようになった。【食事の重要性】

9 38 84

3 感謝の心をもって給食を残さず食べるようになった。【感謝の心】 9 38 84

4
食品に含まれている栄養素や働きがわかり、適切な選択ができるようになっ
た。【食品を選択する能力】

9 38 84

5 望ましいおやつのとりかたについて理解できた。【心身の健康】 9 37 82

区　　　　　　　分

中学校



15 食育チャレンジ・プログラム実施状況
令和４年度新規実施校 造道小、浪打小、佃小、堤小、⻑島小、古川小、千刈小、沖館小、高田小、浜館小、

横内小、幸畑小

食育

１日６０分運動プログラム
（造道小）

朝、中休み、昼休み、放課後に
マラソンやストレッチ、縄跳び、
登下校や体育、運動部の部活動を
含め、１日合計60分間の運動に
チャレンジします。

（千刈小）

1学期に１回、よくかんで食べる
などの目標を決めて「食育・運動
チャレンジ週間」を親子で実施します。

参観日に保護者と一緒に食事と運動
の関係について、学ぶ。 （浜館小）

給食委員会による放送
(堤小)

給食調理を⾏っている職員か
らの話
(浪打小)

学校栄養職員による食育授業（佃小）

あおもり食育レッスンだより2023 より

授業では、家庭科、道徳、体育（保健）、特別活動などの時間に、
栄養や食事のマナー、おやつのとり方などについて学びます。

給食では、毎日の給食の
時間に、その日のメニュー
の食材や、食事の重要性な
どについて学びます。

「いきいき会議」運動を⼤好きになろう︕⻑島っ子
体操や山田高校の生徒と一緒に実施（⻑島小）

「朝ごはんの⼤切さ」(古川小) 「食育クイズラリー」
(沖館小)

家庭 運動
「幸畑小 短命県返上ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
（幸畑小）栄養教諭による食育授業

（高田小)

食をテーマにした劇
(横内小)



■「食育の日」学校給食体験会（６月）
対象：青森市民

内容：施設見学、食育講話、みそ汁飲み比べ体験

給食試食

ねらい：保護者や祖父母など家庭での食に対する理解、

学校給食への理解を深める。

開催実績： R5.6.16：14名

16 食育【家庭における食育の推進】

■おやこ食育セミナー（夏休み）

対象：児童とその保護者

内容：食育体験（手洗い体験、ジュースについて知ろう

ウォークラリークイズ 等）、食育講話、給食試食

ねらい：児童と保護者が一緒に食について学ぶ機会

を提供し、家庭における理解を深める。

開催実績：R5.7.22：10組27名、R5.7.23：7組23名



主食

ごはん 青森市産米（まっしぐら）１００％
パ ン 青森県産小麦（ゆきちから）１００％
米粉パン 青森県産米 ＋ 青森県産小麦

麺 青森県産小麦（ネバリゴシ）の混入

牛 乳 青森県産牛乳 １００％

副食（おかず）
牛 肉 青森県産
野 菜 青森県産、市内産、
果 物 青森市産りんご、りんごジュース、
その他 青森県産ほたて、長いも、菊、ごぼう等

青森市産カシスの活用

17  地産地消（地場産物の使用状況）



■ 地産地消を促進するために、県産牛である八甲田牛をした
新メニューを考案し、令和5年6月26・29日に中学校給食で

提供した。
【当日の献立】ご飯、牛乳、八甲田牛とごぼうのそぼろ炒め

どさんこ汁、ほっけ塩焼き

■ 学校からの感想
おいしかった。ごぼうなどの根菜類が嫌いな生徒も残
さず食べていた。

18  地産地消の促進（八甲田牛を使用した献立の開発）



19 地産地消の促進（ほたてを使用した献立の提供）

■「ふるさと産品給食の日」
毎年、6月・11月の食育月間中の1日を「ふるさと産品の日」と

し、地場産物を多く使用した献立を提供している。
【当日の献立】（小学校給食センター）

ご飯、牛乳、ほたてのみそ汁、県産照り焼きハンバーグ
きんぴらごぼう、果肉入りりんごゼリー



■毎月、「青森県の郷土料理」か「青森市発祥の料理」を取り入
れ、こんだてのおしらせ（中学校は献立一覧表）で由来などを紹
介している。
★青森県の郷土料理

「せんべい汁」 「みずの油炒め」

20-1  青森県の郷土料理、青森市発祥の料理の提供



20-2  青森県の郷土料理、青森市発祥の料理の提供

★青森市発祥の料理
「しょうがみそおでん」 「みそカレー豆乳ラーメン」



■ 給食を楽しんでもらうために、6学年の皆さんに希望する
メニューのアンケートを実施し、毎月の献立へ取り入れてい

ます。

21 人気メニューの提供



22 今後の方向性
１ 地元食材や郷土料理、子ども達が喜ぶ人気のメニューを

取り入れながら、食事の楽しさを伝えるとともに、安全安心

なおいしい給食の提供に努めます。

２ 望ましい栄養や食事の摂り方を、家庭と連携しながら取り

組むために、不足しがちな栄養価や減塩に配慮した献立

や給食材料の研究・工夫を実践し、また、保護者に理解が

得られるよう家庭に向けた情報提供を行い、食育の推進に

取り組みます。

３ 食育チャレンジプログラムは、今年度から市内すべての小

学校で実施することになり、学校給食を活用し、児童及び

家庭に対する食と健康に関する情報提供を行い、その行

動化・習慣化に取り組みます。


